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① 新学習指導要領の具現化を本音で考えていること

・ 学習指導要領は、学校教育が次世代や社会の未来に果たすべき役割について有識者が議

論を重ねた結晶であり、それを具現化した先にこそ、生徒・学校・地域の未来は開けます。そ

れは、「総合的な探究の時間に何をさせればよいのか？」レベルの話ではなく、教育課程全

体を見渡す視座や、生徒観・教育観などの抜本的な変革を厭わない覚悟が必要です。

・ したがって、自己変革の意思がなく、旧来の慣習を温存したまま、小手先の「奇策」「メッキ」

を期待する高校様からのご依頼には応えられません。

② 変革のプロセスを事前に共有できていること

・ 学校を本気で変革していくには、高度な専門性に基づく緻密なプロセス設計が必要であり、

最も確実なのは、事業計画を立案する段階から浦崎が参画することです。それが難しい場合

には、最低限、管理職を含む推進核の皆様と浦崎とで、予め事業計画の妥当性を検証し、講

演後の展開について完全に共有できていることが必要です。

・ 変革のプロセスを共有せず、全教職員を対象とした唐突かつ単発的な講演を務めても、むし

ろ逆効果なので、こうしたご依頼には応えられません。

③ 大正大学「高大接続パートナーシップ･プロジェクト SUPP ※」に参加できること

※ Schools-University Partnership Project ： 略称 S-U.P.P. または ＳＵＰＰ

詳細は『学研･進学情報』2021年9月号、『キャリアガイダンス』2021年10月号（予定）をご覧下さい。

・ 大正大学は「縁ある高校様とともに未来を創りだしていきたい」との想いから SUPP を始

めました。これは例えば、理念や内容を共有できる高校様に対して、本学が種々の学習資源

を提供し、卒業生を本学に迎えて「7年一貫教育」育て上げるとともに、卒業生の姿や報告を

通して自校の変革を検証できるようにする、というものです。

・ 浦崎の講演内容と大正大学（現状は地域創生学部）の教育基調は、何れも SUPP の一貫

として地続きの関係にあります。また、浦崎の出講は、大学教員として自学のために充てるべ

き時間を割いて行っている活動であり、SUPPに参加している高校様であるか否かによって、

当然、優先順位は大きく異なってきます。

・ したがって、「自校を変革するノウハウは欲しいが、偏差値を主要な尺度に大学等を選択さ

せる」進路指導が本音である高校様からのご依頼には応えられません。

④ 動画視聴による予習を前提とすること

・ 初学者むけの内容は、ほとんど YouTube で無料公開していることから、「事前に適宜の動

画視聴を求め、質問を受け付け、当日は回答と整理をする」という流れを基本としています。

・ したがって、予習を前提とせず、YouTube動画にある程度の情報の伝達を期待するご依頼

には応えられません。
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